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東松浦半島(上場台地)畑地開発地区における持続的農業展開の条件
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Condition of Sustainable Farming at the Area where Upland is developed at 
Uwaba-dai忙chiin Saga prefecture 
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Coastal Bioenvironment Center， Saga University， 
152-1 Shonan-cho， Karatsu， Saga 847-0021 Japan 
要約
佐賀県東松浦半島(上場合池)において、「上場開発Jと呼ばれる国営上場農業水利事業により畑地
開発・造成がなされた地涯では、葉タバコ経営を中心とした畑作営農が展開している場合が多い。ただ、
たしかに葉タバコ経営を中心とした農業展開が確認されるが、さらにその実態を見つめると、作目、担
い手、および農産物販売形態は極めて多様で、ある。すなわち、経営形態からは、葉タバコ経常、イチゴ
経営、露地野菜経営、半農半漁経営などが見られるし、担い手面でも青年農業者、高齢者・女性、およ
びUターン者、大卒農業者と多様であり、販売面でも農協委託、市場出荷、契約栽培、直売所・朝市出
荷など、というように決して一律的ではない。
以上の諸点を確認したうえで、本稿では、また、葉タバコ経営の展開に伴って、広域的で活発な借地
が行われていることに注目した。さらに、今日では地域的にも無音化した葉タバコ経営を生産力的に支
えるために、家畜認1:濯物や稲ワラ等の有機物資源の広域的な流通が不可欠となっている実態にも注目し
た。そして、その結果、このような地区の持続的農業展開の条件として耕斎連携システムの構築が求め
られているという結論に達した。
Summary 
Many tobacco managements are engaged in at the area where upland is developed at Uwaba-
daichi is Saga prefecture. Certainly many tobacco managements are engaged in at this area， 
but besides the other farmings are engaged in too. For example， these are strawberry manage-
ment， vegetable management and fishery establishment with rice production. 
Furthermore the important point in this paper is that there are many wide spread rented 
uplands. And much compost from domestic animals is necessary for tobacco management. At 
this point 1 find out the reason why the cooperative system between cultivate husbandry and 
Iivestock husbandry is necessary 
キーワード (KeyWords) 上場合地 (Uwaba-daichil、畑地開発 (Developmentof Upland)、葉タ
バコ経営 (TobaccoManagement)、持続的農業展開 (SustainableAgricultural Development) 
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1 .問題意識と研究課題
佐賀県東松浦半島(上場合地)の農業発展を担
った主要な部門の lつは葉タバコ経営であった
し、函1に示すように、全国および九州の葉タバ
コ作付面積が減少を続ける中で佐賀県および上場
合地のそれは今日でも伸び続けており、上場台地
の中でも葉タバコ経営の役割はますます大きくな
っているとみられる。しかし、その実態とメカニ
ズムについては実はまだ明らかにされていない。
そこで本稿では、まず葉タバコ面積の増加傾向と
その要因分析を行う。そのために、上場台地にお
いて最も葉タバコ経営が集積している地区の悉皆
調査を行った。惑皆調査を行ったのは、畑地開発
地域の農業の全体像を明らかにするためである。
すなわち、たしかに、上場台地の熔地開発地域に
おける最大かつ最も重要な作物は葉タバコである
と言って良いが、畑地開発地域における作物は葉
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タバコを筆頭にしながらも実に多様であり、また
それらの担い手のあり方も多掠であるため、この
ような作物構成と担い手構造の多様性の全体像に
追り、 f海浜台地学j の内容をいっそう深めたい
と考えているからである。
また、上場台地の農業においては単一経営の割
合が高く (註 1)、葉タバコ経営もその代表的な
ものの lつであるが、本稿で取り上げる事例のよ
うに、このような単一経営的要素の強い葉タバコ
経営が地域的に集積した結果、「無毒畑作経営地
区jが形成され、堆肥等の有機物資源が不足する
ため、それを他地域に依容する地域が出現し、結
果として、市町村の範囲を超える中間生産物の広
域的な措環・流通が進行している実態に注目して
みたい。そして、このような広域的な資源物の流
通の意味することは何か、今後の対策は何かを検
討してみたい。
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国1 葉タバコ作付面積の推移
資料:W佐賀農林水産統計年報』。
2.窟津市Y地区の概況
( 1 )位鷺
国2に見るように、 Y地区とは唐津市の北部の
沿岸台地に位置する3つの集落(図6を参照)か
らなる地区である。農家の住居も3カ所からなり、
農協の地包組織である生産組合も生活上のムラ組
織もそれぞれ3つに分かれているが、矧地開発事
業はこれら 3地区を含めて一体的に行われてお
り、また作物的にも、これらの3つの区域ではそ
れぞれ葉タバコを中心とした同様のタイプの畑作
が行われており、さらに鴎6に見るように、これ
らの3区域においてこの葉タバコ栽塙を中心とし
た借地関係が相互に入り組んで行われており、農
業生産地域としては3区域が葉タバコ栽培を中心
とした lつのまとまった地区として一体的に存在
しており、農業生産地域としては 1つの共通した
地区として見ることができる。
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図2 Y地区の位霞
(2 )集落カードにみる農業・農家の推移
表1にY地区3集落に関する農業センサスの集
落カードのデータをまとめてみた。ここから多く
の諸点が読み取れる。以下、そのなかで重要と思
われる点を指摘してみたい。
第 1は、経営耕地および保有山林の面積の推移
である。なお閣2は1970年と 1995年のそれらを
対比してみたものである。ここから、水田と保有
山林の面積が減少、なかでも保有山林面積が激減
し、それに対し、畑の面積が激増していることが
分かる。これは国営上場農業水利事業によって山
林が開発されて畑地が造成されたためであり、か
つてY地区の農家は全体として焔を中心としつつ
も水田や山林も一定面積保有していたが、現在で
は畑の占める割合が増加し、水田は多少持つとし
ても、山林は持たないか、持っても小面積という
状況になり、かつては畑中心とはし、え、田畑作地
帯と言える状況で、あったが、今日では畑作地帯と
しての性格をいっそう強めることになった。
第2は、作物種類の動向に注目すると、 1960
年当時は稲作面積より麦類面積の方が多く、また
雑穀・いも類・豆類、の面積も稲作菌瀬に劣らず、
九、も・むぎ十米Jといういわば自給的な農業が
多かったが、その後は、稲作面積は漸減するとし
ても、それ以上に麦類と雑穀等が激減し、他方で
工芸作物(葉タバコ)が増加し、これらのベクト
ルの結果、 1980年以降は、工芸作物が最大面積
作物となり、今日では工芸作物が全体の6割近く
を占める作物構成となるに至った(醤3)。工芸
作物が農産物販売金額1{立となっている農家が依
然最大多数を占め、 2000年で44%となり、また
単一経営の中で工芸作物単一経営が53%を占め
ていることは、このことの反映である。さらに借
地面積、中でも焔借地面積が激増しているのも、
葉タバコ面積の拡大に伴う現象である。経営耕地
面積の大きい農家数の増加も畑借地の増加による
ものであることはいうまでもない。なお、この点
は重要なため、改めて4.において詳述したい。
そして、農産物販売金額の多い農家数の増加は、
いわば以上の動向の総括的反映である。こうして、
表1の多くの場面に葉タバコの伸びを裏付けるデ
ータが示されている。
ha 
180 
160 
140 
120 
100 
80 
60 
40 
20 
。
図3
慰山林
閤樹麗地
図畑
口田
1970 1995 
Y地藍の農家の経営耕地と
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資料:農業センサス集落カード。
第3は、 1870年以降に施設菌芸(イチゴ作経
営)が生まれ、 1990年には12戸に増えたが、
2000年には9戸に減り、面積も減少傾向にある
ようで、一時の元気は失われた印象を拭えない。
しかし、農産物販売金額の多い農家が増加してい
る要因として、上述の工芸作物(葉タバコ)経営
の増加だけでなく、施設園芸(イチゴ作)農家が
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表1 Y地区の農家・農業の推移 (単位:戸、 a、頭、人)
1960 1970 1980 1990 2000 
専業倒路子生産年齢人口のいる糊〉 60 21 35(34) 37(34) 21(17) 
農家数 第 1種兼業 29 53 32 19 26 
第2種兼業 5 14 14 21 22 
非農家数(総戸数〉 12(100) 20(101 ) 24(101) 19(99) 
水田 4.110 4.260 3.563 2.972 3.214 
経営耕地酪積I畑果樹摺 7.275 6.410 7.817 9.353 11.306 
213 840 921 229 59 
保有山林面積 6.405 5.500 5.000 1.300 1，100 
宥直 4.121 3.890 3.084 2.790 2.418 
麦類 5.013 1.823 25 305 
作物種類別 雑穀=いも類・豆類 4.037 1.330 211 241 384 
収穫面積 工芸農作物 2.758 3.550 6.481 7.216 7.529 
野菜類 1.797 1.010 757 894 1.940 
飼料用作物 37 710 140 257 310 
施設園芸 農家ス数簡積 12 9 ハウ x 232 150.2+x 
李し用牛 飼養農家数 。 9 。
宣司 数 。 24+x x x 。
肉用牛 銅銅醤養農頭家数数 86 59 2 
。
108 106 × × 。
者百作E 10 15 13 14 
農産物販売額 雑穀・いも類・豆類 5 
1位の部門別 工芸作物 55 51 40 30 
農家数 護地野菜 5 5 6 11 
施設野菜 . . . 7 
果樹類 6 
務lH乍 5 9 11 
単 雑穀・いも類・豆類 2 
農業経営 工芸農作物 40 38 30 
組織見IJ 露地野菜 2 3 8 
農家数
一複一合i盤(詮うち里龍準単一一一一櫨合一) 
. .， 6 
29(23) 15(12) 11 (9) 
100万円未満〈うち販売なし) 94(2) 57(2) 17(3) 18(3) 24(7) 
100-300万円 29 19 6 7 
農産物 300-500万円 2 18 4 4 
販売金額男IJ 500-1.000万円 27 36 7 
農家数 1.000-1，500万円 13 14 
1，500 -2，000万円 13 
2.000万円以上 2 
0.5ha未j詩 9 11 9 9 6 
経営耕地国積 0.5-1.0ha 15 7 8 16 17 
規模別 1.0-2.0ha 66 64 48 16 14 
農家数 2.0-3.0ha 4 5 16 30 13 
3.0-5.0ha 5 15 
5.0ha以よ 4 
借入耕地 農家数(うち熔〉 29(23) 27(22) 38(・う 36(32) 
のある 面積〈うち畑) 618(360) 1.369(1.280) 2.523(・.) 5.215(4，911) 
耕作放棄地 農家数 . 2 17 25 
のある 面積(うち以前が田) . 125(0) 346(・う 348(186) 
農家人口 男 288 265(55) 228(63) 208(26) 211 (28) 
(うち15-29歳) 女 320 279(63) 233(50) 220(35) 225(35) 
農業従事者数 男 152 . . 153 141 
女 171 . . 132 128 
農業就業人口 男 138 133(31) 124(32) 108(12) 99(10) 
(うち15-29歳) 女 169 173(39) 133(26) 116(17) 94(6) 
基幹的 男 128 118 111 94 83 
農 事者数 女 119 113 90 75 74 
農 従者数 努 109(28) 103(27) 93(12) 71 (5) 
主革日H国H審担牽富当ち霊主1る兼宰安5まF皐-零認菜守F2実番享39Pt雪歳z数f調G弓〉L薬-季回、J定I夜tz3r第軍E，t忌号123震檀種塾生兼建3業~-~~ 山 91(24) 94(21 ) 74(9) 59(1 ) 79 73 63 52 21 50(6) 6(2) 4(ー) 2(ー〉
3 2 
2 3 3 一，、 -【 J.= n ，，~. 古門町田、 」ー
農業センサス集落カードおよび農業集落匁1]一覧表。
註 1:総農家と販売農家が分かるときは総農家。
註2・2000年の保有山林面積と飼料作面積と自営漁業兼業農家数はデータ欠如につき1995年のもの
を充てている。
註3:1960年の肉用牛は役肉用牛である。
言主4:~欄また措ーは項目なし。ーは該当なし。 xは秘匿データ。
W:松浦半島(上湯台地)対立地開発地区における持続的炭業展IJiJの条例ニ 5 
増えたことも挙げられる。
第41主、 1960年当時はY地区の農家の9割以
上に役肉用牛が飼養されていたが、 1970年代に
激減し、 2000年には斎産農家は皆無となり、 Y
地区は無畜畑作農業地区と化した。そこで、この
ことが如何なる資掠問題をもたらしているかを現
地でみてみたい。
第5に、 1970年に出稼ぎ者が50人に増111して
いる点だが、上述したように当時は「いも・む
ぎ十米Jという自給的農家が多かったが、高度経
済成長に伴う賀幣経済の浸透を背景に、米減反政
策と大阪万国博覧会の開催を契機に、半数の農家
から大阪方面を中心に出稼ぎに出る者が増加した
ことを示す。なお、このような実態は当時の t場
台地の一般的状況であり、かつて上場台地は「出
稼ぎ地帯Jであったことは言うまでもなし、(註2)。
第6は、臨海地区であることから、センサスデ
ータにおいては、漁業を営む農家、いわゆる半農
半漁世帯が4~5戸となっているが、その実態は
何なのかを調査結果からみていきたい。
3. Y地区の農漁家と農漁業の多様性
2000年の夏期および冬期にY地区の農家訪問
調査を実施した。表1のように2000年農業セン
サスでの農家数69戸に対し、我々の訪問農家数
も69戸だったから、我々の農家調査はY地区農
家悉皆調査と見なしうる。さて農家・農業概況調
査の結果、上記の農業センサスデータを裏付ける
実態を確認したが、臨海地区でもあり漁業の影響
もあることも影響して、センサスデータでは示し
得ない重層的な多様性を実感した。本節では、そ
のような多様性のなかから、特に目立った以下の
諸点に限って整現しておくこととしたい。
( 1 )農漁家・農漁業の基本的性格-5類型一
農業を主な収入とする専業的な農業経営の多い
Y地区においても、農家の兼業化が深化し、その
ような専業的な農業経営を営む農家は減少しつつ
あるが、しかしY地区では農業的要素が極めて大
きいため、農業の内容によって農家・農業経営を
分類する意味は大きいし、またこのような農業の
中身による分類が農家の経済的性格を示す重要な
指標ともなるため、まず農業の内容による農家・
農業の類型区分からY地区の農家の性格を見定め
ていくこととする。
このようにしてみた場合、 Y地区の農家・農業
は大きく 5つに類型化することができる。それは、
①葉タバコ作経営、②イチゴ作経営、③露地野菜
作経営、④半農半漁経営、⑤その地の経営、であ
る。表2と表3は、調査農家をこれらの農家類型
別に整理して示した一覧表である。以下、これら
の表に沿って、それぞれの農家類型の特徴を簡単
にみていきたい。
①葉タバコ作経営
佐賀県東松浦半島(上場台地)内5TjJll]村ー の中
で葉タバコの生産者数および作付面積が一番多い
のは唐津市である。さらに、その中で最も生産者
数・作付面積が集中している地毘がY地区である
ことを反映し、 Y地区の農業経営のl:j1で最も多い
のは葉タバコ作経営であり、 28戸を数える。そ
れはY地区農家総数70戸の40%に相当する。な
おY地区3集落の中で最も葉タバコ作経営の集中
度が高いのはC集落であり、農家総数16戸中7割
近くの11戸が葉タバコ作経営で占めており、葉
タバコ集落とも呼べる集落であるυ
さて、 Y地区の葉タバコ作経営の特徴としては、
借地の多さと規模の大きさが指摘できる。借地に
ついては4.で後述するため、ここでは省略する。
Y地区の葉タバコ作経営における葉タバコの作付
面積には経営ごとの格差が大きいが、いちおう平
均は266aで、それは同年の佐賀県平均の209a、
上場台地平均の236a、唐津市平均の253a(註3)
のいずれをも上回っていることから、 Y地IRの葉
タバコ作経営は上場台地の中でも大規模経営が集
積しているとみることができる。なお、 1番農家
の葉タバコの作付面積規模5haは上場合地最大規
模といわれる。
②イチゴ作経営
次にみられる特徴的な経営はイチゴ作経営であ
る。この経営と上記の葉タバコ作経営の2つは、
基本的に専業的な農業経営であり、一定の水準を
確保すれば農業のみで、経済的に自立しうる経営部
門である。ただしかし、 Y地区のイチゴ作経営は
まだ日が浅いし、規模も必ずしも大きくはなく、
経営的安定性も不確定であるという印象を受け
た。そのことは基本的に将来専業的経営を目指す
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認定農業者の数にも反映されている。すなわち、
葉タバコ作経営には28戸中18戸 (64%) に認定
農業者が存在し、経営の安定性を反映しているが、
イチゴ作経営ではア戸中2戸にしか認定農業者が
いないからである。 1990年代にイチゴf乍経営数
がむしろ減少していることもその反映と考えられ
るが、本稿ではそれ以上の検討はできない。
③露地野菜作経営
露地野菜作を世帯の経営の中心に据えようとす
る農家がア戸みうけられた。しかし、野菜の種類
と生産方法は多様である。 1つは36番農家のよ
うな独自の販路を模索する大規模キャベツ作経営
である。 2つは37，38番農家のように、農協経
由による外食産業とのキャベツの契約栽培を行
い、専業的経営を目指しながらも、現状ではキャ
ベツ栽培規模としては中規模のため第1撞兼業的
経営にとどまっている農家グツレープで、ある。なお、
隣接集落にもこのグループに属する類似の経営内
容を持つ農家が4戸存在する(註4)0 3つは、
諸々の野菜作を試みる第1種兼業農家、あるいは
高齢専業農家の取り組みであるが、その作物や担
い手は一様ではない。すなわち、 39番農家はダ
イコンやネギを主体に、 25歳の農業後継者がし、
るが父親は農外就業も行っており、 40番農家は
ネギ・キャベツ・パレイショなどを120a作付け
する高齢専業農家である。また41農家は、 50歳
の経営主が定年後海士漁業も兼業し、 47歳の妻
がキャベツやキュウリを栽培する定年帰農の第 l
種兼業農家である。こうして、露地野菜作を世帯
の重要な生業とする農家にも、一方での大規模専
業経営や中規模契約農業の形成と、他方での零細
兼業農家というように、担い手のあり方も多様で
ある。以上のような兼業的な野菜作経営の多さや、
そもそも農地開発と農業水利事業によって期待さ
れた野菜作が思うように伸びない状況の中に、輸
入野菜の増加等に影響された野菜作経営の今日的
な困難性が暗示される。
④半農半漁経営
臨海立地のY地区には席辺に玄界灘の良質漁場
が存在し、またY地区の東部にはY漁港があり、
これらを管理しているのはY漁業協同組合で、あ
る。 Y地区の農家のほとんどはY漁業協同組合に
も加盟し、 Y地区の地先漁業権を保有している。
しかし、表3の右端欄に示したように、実際に漁
を行っているのはY地区の農家の半数に満たな
い。しかも、漁を行う農家の半数は、「浜明け期j
の数日間だけ自家用にウニ・アワピ・サザエなど
を採捕する程度であり、「漁家らしくない漁家j
(註5) である。それに対し、収穫物を業者や市
場や直売所に販売している農家(漁家)も少なく
ない。漁業の販売量・販売額は決して多くないし、
その担い手も40~50歳代男子であり、青年層は
漁業には参入していないが、農家の農業収入を補
完する広い意味での f半農半漁J世事(註6)と
して存主していることは無視できなし、。これらの
農家(漁家)として、 6、7、11、および'25番
農家といった、先に「葉タバコ経営Jに類型化し
た農家や、 38、41番農家といった、先に「露地
野菜経営Jに類型化した農家、さらには次項で述
べる「その他の経営」に類型化する第2種兼業農
家を挙げることができる。これらの農家(漁家)
においては主要な部門は葉タバコ経営、露地野菜、
および農外就業であるが、主要作物の農閑期など
に漁業を行うものであり、広い意味での「半農半
漁」世帯ということができる。このように、少な
からずの農家が上記のそれぞれの農家類型とダブ
りながら広義の「半農半漁j として存在している
ということは、農家の存在形態の多様性、あるい
は重層性を示していることにほかならず、ひいて
は農家類型化の困難さをも示している。
他方、このような広義の「半農半漁j に対し、
狭義の半農半漁(註ア)、すなわち農業と漁業を
世帯の再生産上不可欠要素とする「漁業+農業j
とし寸表現しうる文字どおり本格的な半農半漁の
存荘に注目しなければならない。それは42番、
43番、および44番農家の3戸である。 42番農家
(漁家)の経営主 (52歳)はY漁業協関組合の代
表理事組合長を務め、 3トンと 1.8トンの漁船お
よび和船2膿を持ち、小型定置網漁業と海士によ
る漁業を営む。農業は、稲作40aだけを行い、畑
20aは葉タバコ農家に貸し付けている。 43、44
農家(漁家)も、同様に「小型定置網・海士漁
業十零細稲作j という半農半漁を営み、また42
番農家と同様に畑を葉タバコ農家に貸し付けてい
る。
東松浦半島(上場合地)畑地開発地区における持続f内農業展開の条件 9 
⑤その他の経営
葉タバコ、イチゴ、露地野菜、漁業のほかに農
漁業分野において世帯の主要な経営部門となりう
るものは地区には見当たらないため、これらを主
要な部門とする類型に崩さない農家を、「その他
の経営j として一括した。この類型に属する農家
の多くは零細で、自給的な農業を兼ねる第2種兼業
農家であるが、高齢専業農家や女性1人の飯米農
家も含まれる。また上記のように45、47番農家
のような自給的漁業を営む広義の「半農半漁J世
帯も少なからず帯在し、農家存在の重層性を再確
認しうる。しかし、本節は、農漁業を営む世帯の
経済的関苗からの類型化を目的とするため、 fそ
の他の経営Jに属する多様な世帯に関するこれ以
上の掘り下げは省略する。
(2) Y地区の農業生麓の指い手の多様性
担い手の基準をどこにおくかは簡単ではない
が、本節では調査結果から受けた下記の2点のみ
指摘しておきたい。
①年齢構成の多様性
本稿ではセンサス定義とは異なり、農漁業のみ
の就業者、および農漁業が主たる就業者を農漁業
75歳以上
70-74 
65-69 
60-64 
55-59 
50-54 
45-49 
40-44 
35-39 
30-34 
25-29 
20-24歳
20 15 
男
世帯員数
10 5 。
就業者と呼ぶ。調査結果からY地区における農家
の直系世帯員の就業状況を図4に示した。まず男
女別年齢別の全体構国を達観すると、 20歳代の世
代属が極めて少ない。これは既述のようにY地区
を合む上場台地がかつて出稼ぎ地帯であったとい
う経緯が若年層に投影された歴史的残存物と推測
する。ただかつての出稼ぎ者の多くは大阪などの
遠方に出かけたが、表2で、みたように、近年は農
家のあとつぎ候補者と目される若者の少なからず
の者が一旦他出就業しているが、他出先の大半は
九州内か県内であるという違いがみられる。そし
て、彼らの多くは30歳代以上になると Uターンす
るため、世帯員の高齢化がみられる訳ではなく、
位帯員の年齢的バランスはほどよく保たれている。
また、農漁業就業者も男女とも40歳代から60
歳代(昭和 1ケタ後半生まれ世代)まで比較的バ
ランス良く存在している。たしかに農漁業就業者
数が最も多いのは昭和 1ケタ生まれ世代ではある
が、昭和2ケタ生まれ世代の農漁業就業者数も少
なくないし、 40歳代の中年世代の農漁業就業者
数も昭和 1ケタ世代と同程度脊在するのである。
こうして、 Y地区の農家は世帯員数においても農
漁業就業者数においても、無理のない年齢的バラ
ンスが保持されているとみられる。
女
世帯員数
5 10 15 20人
関4Y地区の農家の藍系世帯員の年齢別農業就業状況(2000年)
10 
???
②多様な新規就農経路
一一Uターン、大学卒業者一一
Y地区において40歳未満の青年農業者は12名
おり、そのうちの8名は葉タバコ経営を、 3名は
イチゴ経営を、そして l名が露地野菜経営を行っ
ている。また12名中2名はUターン者である。
さらに10名の学卒就農者のうち 1名は大学卒業
者である。また19番農家の世帯主 (44歳)も大
学卒者である。のみならず、 50番農家の世帯主
(44歳)は私大を出て食品会社に勤めているが、
将来は施設園芸経営をめざしたいと答えている。
こうして、かつて「佐賀のチベットJ(註8) と
蔑称されたように農家子弟の修学もままならなか
った上場台地の農業のその後における発展(註9)
の結果の一端を垣間見ることができる。
(3) Y地区における農漁家の農水産物販売活
動の多様性
①野菜の多元的販売
上記の農家類型の露地野菜経営に関して述べた
ことと少しダブるところもあるが、販売方法は生
産方法、なかでも担い手のあり方と深く関わって
いる。
まず野菜の販売方法の代表的なあり方は、主に
高齢者や女性による一般的な野菜作とその商品の
出荷販売である。そして、この生産・販売方法に
もさらに細かくみると4つのタイプがある。 1つ
は第2種兼業農家による農協への出荷で、ある。事
例としては48、52、53，59、60、および62番
農家の6戸である。 2つは、農協出荷だけでなく
市場出荷も行う農家であり、 40、45および46番
農家がそれにあたる。 40番農家のように野菜作
面積が比較的大きい農家とみられる。 3つは、 7、
11、23，55、61番農家のように、呼子町の有名
な「朝市Jや市内の fみなとん里J(註10)へ出
荷するタイプであり、大半が葉タバコ経営農家で
あることから分かるように、これらの農家の高齢
世帯員によって担われた「身の丈サイズj の零細
な露地野菜の栽培・出荷のあり方である。 4つめ
は、世帯主がともにかつて農協職員で、中途退職
した41番農家と定年退職後農業専従となった
(定年帰農) 51番農家だが、自給目的で販売なし
の零細な野菜栽培を行うタイプである。
第2は、上述したような露地野菜経営の中でも
専業的な経営による販売および生産対応であり、
lつは36番農家にみられる借地によるキャベツ
を主体とした大規模経営であり、市場出荷やスー
パーとの契約栽培を行っているタイプであり、 2
つは37、38番農家のような外食産業との契約栽
培グループである。そしてもう l つカ~39番農家
のように若手後継者を確保しつつも遼巡している
農家である。そしてこのような野菜作農家の流動
性・不安定性に今日の我が国における野菜作の図
難な状況が窺えることも既述のとおりである。
②水産物の多元的販売
本来的な半農半漁経営を行う42，43， 44番農
家(漁家)は、小型定置網による魚類および海士
によるウニ・アワビ・サザエ類を玄海漁連(漁協
の県連合会)に出荷している。他方、「浜明け期J
の数日間の漁であっても漁獲物を f市場や業者に
出すJと答えた農家も 10戸いた(表3)。また野
菜類を直売所に出す農家 (7、61番農家)は同
時に水産物も誼売所に出している。今回、水産物
販売状況に関する聞き叡り調査は不十分であった
が、大なり小なり漁獲物を得ている農家は少なく
ないが、その大半は自給用に利用しているものと
考えられる。こうしてY地区で、は水産物の販売は
多くはないが、販売している農家の販売方法は農
産物(野菜類)と同様に多様であり、それは農家
と漁家がダブ、っていることから、農業の担い手の
多様性と問ーのものと考えられる。そして、とり
わけ高齢者や女性の役割が注目される。
4.畑地の移動
Y地区の農業展開における特徴の lつは、表1
で指摘し、表3で具体的に示したように、畑借地
の旺盛な展開である。そこで本節において、 Y地
区の娼借地の特徴を下記の3点に整理して叙述し
たい。
( 1 )農家類型と娼借地
農業・農家類型によって畑の借地およびその提
供者がはっきりと分かれている。それを図5に示
したが、葉タバコ経営と露地野菜経営は作付面積
を拡大するために畑借地を求めており、逆にそれ
以外の3つの類型では最低稲作経営を行うために
水田は耕作するが、畑経営は基本的に行わないた
東松浦半島(上場台地)畑地開発地区における持続的農業展掬の条件 11 
め、畑はよ記の畑を求める 3類型の農家に貸すと
し、う仕組みができている。なお密5に専業的な農
業経営をめざす農家類型をも合わせて示したが、
イチゴ、経営は水田で、施設経営を行い、それに集中
するため、畑はむしろ費し出していることから、
いわば専兼業別分岐線と畑借地・畑貸地別分岐線
とがイチゴ経営の前後でずれを見せており、いわ
ば畑と水田が混在する地域における農地移動の多
様性をみることができる。
借地
畑地借地・貸地 今
の分蚊線 --l-
貸地
葉タバコ経営
農龍
'その他の経営
? ?。 ?
????
?
????????
????→ ←??
図5 畑借地と農家類型の関係等
(2)借地の広域化
次に、畑を借地している場合、どこでその借地
をしているか、開き取れた範囲で図示したのが図
6である。 Y地毘はA、B，Cの3つの集落がつ
ながっているが、全体としてみると、各集落の農
家はその集落の周辺に自分の農地を保有している
が、閣に見られるように、他の集落(地毘)への
出作、あるいは集落間での出入作が活発にみられ
る。特にB集落から唐津市の隣接地区(南側)へ
の10ha弱の出作と、 C集落から鎮西町隣接地区
鎮西町 I y地区
隣接地区
唐津市
隣接地区
〈ヲ 83a 
207 955 
387 438 
(西側)への出作が目立つ。また少し離れた伊万
里市への出作も無視できない。こうして、葉タバ
コ経営が地区の周辺部に広域的に畑の借地を求め
て「出かけて行っているj様子が見て取れる。
(3)借地による大規模葉タバコ経営の形成
このような焔の旺盛な借地の結果、比較的作付
面積の大きい葉タバコ経営が形成されてきてい
る。この点は既に述べたが、本項では、経営耕地
面積規模別農家数の農家間移動の推計から、この
ような大規模葉タバコ経営の形成動向を確認して
おきたし、。図7に、階層間の移動は基本的に直近
階層闘で行われると仮定し、農家の移動の動向を
最上層から計算したもの(註11)を示したが、
1980~90年における 2ha~ 3ha層から 3ha~
5ha層への 5 戸の上昇、 1990~2000年におけ
る向傾向(14戸)と合わせて 3ha~5ha層から
5ha 以上層への4戸の上昇が確認される。こう
して表3のl、2、4、6番農家に見られる経営
耕地が5haを超える 4戸の経営を筆頭とする大
規模葉タバコ経営が形成されるに至ったのであ
る。
5.有機物資j障の循環
…一耕畜連携システムの模謹一一
さらにY地区における畑作農業の展開上の特徴
として、多様な資源の広域的な循環の仕組みがみ
られることを挙げることができる。それはこの地
区の主要な作物である葉タバコの栽培において、
図6 掘借地の出入件関係
設:F9は集落内畑地の借地、矢印は他集洛(地区)への借地(出作)を示す。
12 小林恒夫
地力の増進のために、多くの有機物資源(堆肥)
の投入が求められているからである。西九州、iたば
こ耕作組合では堆肥を10a当たり 1，200kg投入す
るように奨励している(註12)。しかし実際はま
だその水準の堆肥投入は行われていない。そこで
平均的な葉タバコ経営と考えられる 9番農家から
の開き取りデータを基に地鼠全他の堆肥製造にか
かわる有機物資源のフローを推定して図8を作成
した。
1960年
非農家 ...0.5ha 0.5...1.0 1.0...2.0 2.0...3.0 3.0...5.0 5.0ha . 
1970 
1980 
1990 
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? ??? ?? ? ? ????
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図ア Y地区における経営耕地面護規模別農家数の階層関移動の推計
JA唐津市
堆胞センター
堆肥製造 (2年間)
(推照韓) r-.._ ， 完熟 l ，_- 堆肥 l 
Dhfi用
図8 Y地区の葉タバコ経営の堆肥製造における原料と製品の流れ
註:原料の霊量は推計。
堆肥の原料として最も多いのは市内の肉用牛農
家やJA唐津市の堆肥センターからの完熟牛糞域
肥である。価格は肉用牛農家からは自分で運撮し
て1トン2，000丹、堆肥センターからのものは、
成分分析がなされ配送も可能だが自分で運搬した
場合、 i司3，300円となっている(註13)。次いで
多いのは佐賀平野等からの稲ワラと市内の木材工
業からのパークチップである。稲ワラは肉用牛農
家が佐賀平坦の水田農家から調達してきたものの
一部を購入したり、調達作業に協力して無料で得
たりしている。 9番農家の場合、ロール状のワラ
l個(約100kg)3，000阿という。次に多いのは
松葉であり、これは主に西九州たばこ組合が国有
地である「虹の松原Jの特定場所を利用する許可
東松浦半島(上場合地)畑地開発地区における持続的農業民間の条何二 13 
を持て採取したものであり、その利用料としてた
ばこ組合は年15万円を支払っている。
堆肥の製造は、基本的に各葉タバコ農家が行う
が、日集落とC集落では堆肥組合を組織し共同堆
肥舎でも行われている。本誌表紙のPhoto1はB
集落の堆肥組合による共同堆肥舎の写真である。
本誌別稿(註14)で指摘しているように、上
場台地では肉用牛等からの家畜排rlt物り副担)が
過剰となり、利用先の開拓が模索されているが、
本稿で取り上げた地院内の葉タバコ経営もその I
つの有力な利用先と考えていかなければならな
。、??
(註 1)小林恒夫 u二場台地における!民業経営と集閥的;営
民の特徴及び民地利用の問題点J 海と台地J
Vol.5、1997"下など、同誌各号で指摘。
(設2)佐賀新聞1967年1月20日付、など。
(註 3) 西九州たばこ耕作組合玄海支所資料による。
(註4) 小材恒夫 f海浜棚田地帯における農業・ j史家の動
態Jl海と台地 Vol.4、1998年、 pp.12-13o
(註5)井元康裕?漁家らしい漁家とはfi百カワ炭?併統計協
会、 1999年、 p.72o
(設 6)、(註7)小林恒夫「半農半漁の今日的形態と存立
条件Jr農業経済論集 m55巻第l号、 2004年。
Ott8)佐負『新開1967:1下11月20日j寸、など。
(註 9) 小林恒夫 JyfiJ浜台地学序説1r海と合地j 別冊、
佐賀大学海浜台地生物生産研究センタ一、 2002
5ドを参照。
(設10)これは唐津市在住の良民作家・ IJ!下惣一氏が『ザ
マミロ!践は永遠なりだ(家の光協会、第4輩、
2004年)などで取り上げている氏在住地区内の
農水践物およびその加工品の直売所のことであ
る。またヒ記(註4)p.12でもこのfill:売所のこ
とを取り上げている。
(註11)いわゆる栗原・綿谷モデルであり、国代洋炭
地政策と地域』日本経済評論社、 1993年、
p.235や梶井rj] 国際化農政期の農業問題i家の
光協会、 1997年、 P.281などにおいても採用さ
れている手法である。
(註12)四九似たばこ耕作組合玄海支所での1mき取りによ
る。
(註 13) 行23津・上場堆Il~生産マップ;上場地域循環型民
業推進組合、 2004年より。
(註14)小林恒夫・権藤準怒・麓誘司il'!l)r佐賀県における
家畜拶1:泌物出来の窓素の生産設と受け入れ可能量
の推計JrCoastal 8ioenvironrnenti Vol‘3、
2004年を参H夜。
